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新奇異常アミノ酸 Dysibetaine の全合成研究
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【目的】新奇異常アミノ酸 Dysibetaine (1) はポリネシアで採取さ

れた海綿 Dysidea herbacea より単離･構造決定され、その化学構造

などから、中枢神経系作用が示唆されている 1。このピログルタミ

ン酸骨格と生物活性の関係に興味を持ち、当研究室で検討してい

るアミノ基導入反応が利用できると考え、全合成研究に着手した。 

【方法･結果】既に昨年年会においてシクロペンテニルメチルアミノ誘導体 3から、

分子内 Aza-Wacker 反応によりスピロ体 4に変換後、立体選択的に酸素官能基の導

入を報告した。今回、メチリデンシクロペンタンの Aza-ene 反応を再検討し、Troc

基保護されたアゾ化合物を用いることで化合物 2 を高収率で合成した。また、先

の立体選択的な酸素官能基導入反応が低収率であったために、骨格変換後酸化す

るルートを進め、ス

ピロ体 4 からウレア

の加水分解、二重結

合の酸化的開裂など

を経て、Dysibetaine
骨格であるピログル

タミン骨格 5 の変換

に成功した。現在、

ピログルタミン骨格

アミド基α位への立体選択的水酸基導入反応を検討している。 
1 R. Sakai et. al, Tetrahedron Lett.1999, 40, 6941-6944. 


